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市
営
住
宅
の
整
備
計
画
案
を
策
定
し
ま
し
た 

 
 

一
月
十
九
日
に
開
催
し
た
「
布
佐
東
部
地
区
住
民
説
明

会
」
に
お
い
て
、
「
小
規
模
住
宅
地
区
改
良
事
業
」
の
一
環

で
整
備
を
予
定
し
て
い
る
市
営
住
宅
（
制
度
上
の
名
称
は
改

良
住
宅
）
の
計
画
案
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

市
営
住
宅
は
、
二
戸
の
住
宅
を
一
棟
と
す
る
「
連
続
住
宅
」

五
棟
を
建
設
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
、
用
地
の
確
保
に
向
け
た
調
整
や
具
体
的
な
設
計
を

進
め
、
今
年
の
夏
の
工
事
着
手
、
来
年
春
の
完
成
・
入
居
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

   布
佐
東
部
地
区 

 

解
体
工
事
を
進
め
て
い
ま
す

 

 

 

被
災
し
た
住
宅
の
解
体
工
事
が
十
一
月
か
ら
本
格
化
し
、

一
月
二
十
五
日
ま
で
に
、
十
六
棟
の
解
体
が
完
了
し
ま
し
た
。 

被
災
家
屋
の
解
体
は
、
今
後
二
十
九
棟
の
工
事
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
一
部
を
除
き
、
三
月
末
ま
で
の
完
了
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。 

な
お
、
解
体
し
た
建
物
の
一
部
は
、
秋
田
市
に
運
ば
れ
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
再
利
用
さ
れ
ま
す
。 

 

               

災
害
復
旧
工
事
遅
延
の
お
詫
び 

 

 

下
水
道
や
道
路
等
の
災
害
復
旧
工
事
は
、
今
年
三
月
末
ま

で
の
完
了
を
目
指
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
下
水
道
施
設

の
復
旧
工
事
が
、
地
下
水
の
状
況
な
ど
か
ら
遅
れ
が
生
じ
、

一
部
の
工
区
で
、
年
度
内
に
完
了
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
下
水
道
工
事
終
了
後
に
予
定
し
て
い
る
、
道
路
の

復
旧
工
事
に
つ
い
て
も
、
歩
道
や
市
営
住
宅
整
備
等
、
復
興

事
業
と
の
調
整
が
必
要
と
な
り
、
予
定
期
日
内
の
完
了
が
難

し
い
状
況
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま

す
が
、
早
期
の
完
了
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

発
行
・
問
合
せ
先 

 
 

我
孫
子
市
役
所
布
佐
東
部
地
区
復
興
対
策
室 

（
住
所
）
我
孫
子
市
都
十
‐
一
（
国
道
３
５
６
号
都
交
差
点
脇
） 

（
電
話
）
０
４
‐
７
１
８
５
‐
２
４
６
２ 

被
災
者
支
援
制
度
に
関
す
る
お
知
ら
せ 

 

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の 

申
請
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
し
た 

 

国
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
（
対
象
：
大
規
模
半
壊
以

上
の
被
害
を
受
け
た
住
宅
、
半
壊
も
し
く
は
地
盤
被
害
で
一
部

損
壊
の
被
害
を
受
け
取
り
壊
し
を
行
っ
た
住
宅
）
の
申
請
期
限

が
一
年
間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。 

変
更
後
の
申
請
期
限
は
、
次
の
通
り
で
す
。 

〃
基
礎
支
援
金
〄
平
成
二
十
六
年
四
月
十
日
ま
で 

〃
加
算
支
援
金
〄
平
成
二
十
七
年
四
月
十
日
ま
で 

（
担
当
：
市
民
安
全
課
） 

 

三
月
末
で
支
援
制
度
の
一
部
が
終
了
し
ま
す 

 平
成
二
十
五
年
三
月
末
を
も
っ
て
、
被
災
者
支
援
制
度
の
一

部
が
終
了
し
ま
す
。 

終
了
す
る
主
な
支
援
制
度
は
次
の
通
り
で
す
。 

①
被
災
家
屋
解
体
に
伴
う
廃
棄
物
の
運
搬
・
処
分
制
度 

②
被
災
家
屋
等
修
繕
に
伴
う
撤
去
廃
材
無
料
受
け
入
れ
制
度 

③
被
災
住
宅
修
繕
支
援
制
度 

（
担
当
：
①
②
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
③
建
築
住
宅
課
） 

 

被
災
住
宅
用
地
の
特
例
は
申
告
が
必
要
で
す 

 半
壊
以
上
の
被
害
を
受
け
た
居
住
用
家
屋
の
敷
地
は
、
家
屋

を
取
り
壊
し
た
後
、
住
宅
を
建
て
ら
れ
ず
更
地
の
ま
ま
で
あ
っ

て
も
、
平
成
三
十
三
年
度
ま
で
の
間
、
住
宅
用
地
と
し
て
引
き

続
き
軽
減
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

軽
減
措
置
を
受
け
る
に
は
、
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
申
告
は
対
策
室
事
務
所
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

（
担
当
：
課
税
課 

税
政
担
当
） 
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竜
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整備計画案 

 


